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人
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代

目

団

平

平
鹿
郡
雄
物
川
町
沼
館
（
旧
沼
館
町
）
に
蔵
光
院
と
い
う
お
寺
が
あ
る
が
、
三
百
年
ほ
ど
前
、
こ
こ
の
中
興
開
山
と

言
わ
れ
た
宥
受
和
尚
が
、
同
町
館
合
の
小
柳
家
か
ら
二
男
を
も
ら
い
受
け
て
寺
の
子
と
し
、
後
に
寺
の
分
家
と
し
て
独



立
し
た
人
が
つ
ま
り
は
初
代
塩
田
団
平
だ
と
い
う
。

初
め
は
小
柳
団
平
と
称
し
て
い
た
が
、
の
ち
宥
受
和
尚
の
生
国
伊
勢
の
塩
田
の
地
名
に
ち
な
ん
で
塩
田
と
改
姓
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
で
も
塩
田
家
と
蔵
光
院
に
残
さ
れ
て
い
る
分
家
書
き
付
け
に
よ
る
と
、
譲
ら
れ
た
の
は
伝
家
の
宝
刀
と
田
地
三

十
刈
（
約
十
ア
ー
ル
）
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
塩
田
家
は
最
初
か
ら
素
封
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
そ
の
書
き
付
け
に
は
「
子
々
孫
々
に
到
る
ま
で
精
励
し
、
よ
く
そ
の
一
粒
を
万
倍
に
す
べ
し
」
と
添
え
書
き

さ
れ
て
お
り
、
代
々
の
団
平
が
そ
の
家
訓
を
よ
く
守
っ
て
努
力
し
た
の
で
、
本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
八
代
目
団
平
の
と

き
に
は
、
県
南
で
も
有
数
の
大
地
主
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
八
代
目
が
生
ま
れ
た
の
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
四
月
一
日
で
あ
る
。
七
代
目
の
長
男
で
、
幼
名
を
重

三
と
言
い
、
三
人
の
弟
と
四
人
の
姉
妹
が
あ
っ
た
。

あ
こ
が
れ
の
秋
田
中
学
に
入
学
し
た
塩
田
だ
が
、
明
治
三
十
年
夏
、
奈
良
磐
松
の
項
で
詳
述
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
巻

き
込
ま
れ
て
中
途
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

東
京
の
私
立
中
学
を
出
た
後
、
官
立
東
京
高
等
商
業
学
校
（
一
橋
大
学
の
前
身
）
で
学
ん
だ
塩
田
は
、
明
治
三
十
六

年
に
そ
こ
を
卒
業
す
る
と
二
年
ほ
ど
東
京
で
商
社
勤
め
を
し
た
後
、
父
親
の
病
気
に
と
も
な
っ
て
三
十
八
年
に
は
故
郷

に
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
素
封
家
の
長
男
と
し
て
の
務
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
十
一
年
、
父
親
が
死
去
し
、
塩
田
は
八
代
目
の
団
平
を
襲
名
し
た
。

挙
措
動
作
も
控
え
め
で
経
済
実
務
型
と
い
っ
た
印
象
の
塩
田
の
公
的
ス
タ
ー
ト
は
四
十
五
年
に
秋
田
農
工
銀
行
の
取



締
役
に
就
任
し
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
初
期
の
活
動
の
中
心
は
経
済
よ
り
も
政
治
の
分
野
で
あ
っ
た
。

早
く
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
三
十
二
歳
の
若
さ
で
沼
館
町
長
に
当
選
し
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九

四
六
）
二
月
ま
で
続
く
。
実
に
三
十
四
年
間
連
続
の
在
任
で
あ
る
。
二
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
所
有
す
る
県
南
で
も
有
数

の
大
地
主
と
い
う
背
景
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
塩
田
の
飾
ら
な
い
人
格
や
高
い
識
見
が
根
強
い
支
持
を
受
け
た
の
で
あ

ろ
う
。

こ
の
間
、
大
正
八
年
に
は
県
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
て
初
当
選
、
十
二
年
に
は
再
選
も
果
し
て
い
る
。

翌
十
三
年
三
月
の
総
選
挙
に
、
塩
田
は
第
七
区
（
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
）
か
ら
憲
政
会
公
認
で
出
馬
、
み
ご
と
に
当
選

し
て
初
め
て
代
議
士
の
座
を
射
止
め
た
。

昭
和
三
年
二
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
は
、
有
権
者
の
納
税
義
務
を
撤
廃
し
て
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
す
べ
て
に
選
挙
権

が
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
わ
が
国
最
初
の
普
通
選
挙
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
選
挙
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
塩
田
は
次
点
に
甘
ん
じ
た
が
、
五
年
の
選
挙
で
は
返
り
咲
い
て
二
期
目
の
代
議
士
を
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
十
四
年
か
ら
は
多
額
納
税
者
と
し
て
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
、
終
戦
で
貴
族
院
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
そ
の
職

責
を
全
う
し
た
。
つ
ま
り
、
塩
田
は
最
後
の
貴
族
院
議
員
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

育
ち
の
よ
い
塩
田
は
、
大
向
こ
う
の
受
け
だ
け
を
狙
っ
た
よ
う
な
派
手
な
政
治
活
動
は
し
て
い
な
い
が
、
や
る
べ
き

こ
と
は
、
ま
ず
足
元
を
固
め
て
着
実
に
実
現
し
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
昭
和
初
期
、
農
村
の
疲
弊
を
憂
え
、
農
村
を
救
う
に
は
そ
の
中
核
と
な
る
青
年
の
育
成
が
急
務
だ
と
し
て
、

昭
和
四
年
四
月
、
沼
館
農
学
校
を
私
財
を
投
じ
て
設
立
し
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
雄
物
川
下
流
域



の
土
地
改
良
事
業
な
ど
も
塩
田
の
指
導
力
に
負
う
と
こ
ろ
き
わ
め
て
大
で
あ
る
。

羽

後

銀

行

と

と

も

に

時
代
は
戻
る
が
、
植
田
銀
行
は
、
明
治
三
十
年
に
近
合
名
会
社
と
し
て
十
文
字
町
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
塩

田
が
近
氏
の
あ
と
を
継
い
で
そ
こ
の
頭
取
に
就
任
し
た
の
は
昭
和
三
年
で
あ
る
。

こ
の
当
時
、
日
本
は
世
界
恐
慌
の
荒
波
を
ま
と
も
に
受
け
て
お
り
、
六
年
に
は
、
青
森
の
五
十
九
銀
行
、
岩
手
の
盛

岡
銀
行
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け
騒
動
が
発
生
し
、
本
県
で
も
五
業
銀
行
が
休
業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
塩
田
は
、
取
り
付
け
騒
ぎ
寸
前
の
植
田
銀
行
を
私
財
を
投
げ
う
っ
て
守
り
抜
き
、
翌
七
年
、
羽
後
銀
行
（
現

北
都
銀
行
）
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
預
金
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
塩
田
の
こ
の

前
後
の
一
連
の
動
き
は
、
塩
田
に
将
来
に
わ
た
る
信
用
を
保
証
し
、
昭
和
十
八
年
に
三
代
目
の
羽
後
銀
行
頭
取
に
就
任

す
る
布
石
と
な
っ
て
い
る
。

以
後
、
三
十
六
年
に
会
長
と
な
っ
て
第
一
線
を
退
く
ま
で
の
十
八
年
間
、
塩
田
は
単
に
羽
後
銀
行
の
頭
取
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
秋
田
県
を
代
表
す
る
経
済
人
の
一
人
と
し
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
、
多
大
の
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
っ

た
。



横

荘

鉄

道

へ

の

情

熱

塩
田
で
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
業
績
の
一
つ
に
横
荘
鉄
道
が
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
県
南
に
居
住
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
奥
羽
横
断

鉄
道
の
開
通
は
長
い
間
の
夢
で
あ
っ
た
。

最
初
に
、
横
手
と
黒
沢
尻
（
現
北
上
）
を
結
ぶ
横
黒
線
（
現
北
上
線
、
大
正
十
三
年
開
通
）
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

秋
田
、
岩
手
の
両
県
有
志
が
明
治
三
十
九
年
か
ら
猛
運
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
鉄
道
院
は
横
手
・
本
荘
間
の
軽
便
鉄
道

で
も
あ
れ
ば
奥
羽
横
断
鉄
道
に
も
取
り
組
み
や
す
い
と
の
意
向
を
示
し
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
と
、
横
黒
線
に
先
立
っ

て
発
足
し
た
の
が
横
荘
鉄
道
で
あ
る
。
大
正
五
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

初
代
社
長
は
由
利
側
の
先
輩
代
議
士
斎
藤
宇
一
郎
で
、
沼
館
と
本
荘
の
双
方
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

大
正
七
年
八
月
に
ま
ず
横
手
か
ら
沼
館
ま
で
が
開
通
、
さ
ら
に
館
合
を
経
て
大
森
ま
で
通
っ
た
の
が
九
年
春
、
そ
の

後
、
十
一
年
に
本
荘
・
前
郷
間
、
昭
和
三
年
に
大
森
・
二
井
山
間
、
五
年
に
二
井
山
・
老
方
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
初
期
の
農
村
不
況
に
遭
っ
て
資
金
面
か
ら
全
面
開
通
の
望
み
が
絶
た
れ
、
横
荘
西
線
は
、
昭
和
十
二

年
に
政
府
に
譲
渡
さ
れ
て
矢
島
線
と
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
現
在
の
由
利
高
原
鉄
道
へ
と
つ
な

が
っ
て
く
る
。

直
線
で
最
短
距
離
を
と
い
う
の
が
鉄
道
を
敷
設
す
る
際
の
常
識
だ
が
、
横
荘
東
線
は
、
横
手
を
出
た
後
ま
ず
沼
館
へ



の
湾
曲
コ
ー
ス
を
と
り
、
さ
ら
に
逆
Ｓ
字
形
に
館
合
へ
迂
回
す
る
と
い
う
大
変
な
蛇
行
鉄
道
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
沼
館
の
塩
田
団
平
、
先
述
し
た
館
合
の
土
田
萬
助
の
両
実
力
者
の
意
向
に
配
慮
し
た
た
め
と
言
わ
れ
、
今

日
ま
で
残
る
〈
団
万
鉄
道
〉
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

横
荘
鉄
道
は
、
昭
和
十
九
年
に
羽
後
鉄
道
と
改
称
さ
れ
る
が
、
二
十
三
年
九
月
十
六
日
に
来
襲
し
た
ア
イ
オ
ン
台
風

で
老
方
・
二
井
山
間
の
線
路
が
山
崩
れ
の
土
砂
に
埋
ま
っ
て
復
旧
不
可
能
と
な
り
、
三
十
七
年
に
は
鉄
橋
流
失
で
大
森

ま
で
の
路
線
を
廃
止
、
四
十
六
年
つ
い
に
横
手
・
老
方
間
が
全
線
廃
止
に
な
る
。

現
在
は
横
手
・
沼
館
間
（
羽
後
交
通
の
経
営
）
の
み
と
な
り
、
そ
れ
も
バ
ス
輸
送
に
変
わ
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

塩
田
に
と
っ
て
、
こ
の
横
荘
線
は
見
果
て
ぬ
夢
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
夢
の
完
結
を
期
す
た
め
で
あ
ろ
う
、
先
に
廃

止
に
な
っ
た
老
方
・
二
井
山
間
の
路
線
敷
の
う
ち
、
雄
物
川
町
内
の
二
井
山
・
浮
蓋
峠
間
を
羽
後
交
通
か
ら
買
い
取

り
、
こ
れ
を
「
浩
一
紀
の
林
道
」
と
名
づ
け
て
沼
館
森
林
組
合
に
寄
付
し
て
い
る
。
「
浩
・
一
・
紀
」
は
、
塩
田
よ
り

先
に
逝
っ
た
長
男
・
長
姉
・
末
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
十
月
、
塩
田
団
平
翁
顕
彰
会
の
手
で
塩
田
家
発
祥
の
蔵
光
院
に
八
代
目
団
平
の
胸
像
が
建
立
さ
れ
た

が
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
十
一
月
、
心
臓
障
害
の
た
め
秋
田
市
に
あ
っ
た
県
立
中
央
病
院
に
入
院
、
翌
三
十
八
年
四
月

十
六
日
、
八
十
二
歳
で
鬼
籍
に
入
っ
た
。
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